
主担当 現　状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 備考

教 務 課 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

各 教 科

Ａ １００％

Ｂ ９５％以上 生徒

Ｃ ９０％以上

Ｄ ９０％未満

【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ９０％以上 教員

Ｂ ８０％以上

Ｃ ７０％以上

Ｄ ７０％未満

【努力指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ５回以上

Ｂ ４回以上 教員

Ｃ ３回以上

Ｄ ３回未満

【努力指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ８０％以上 教員

Ｂ ７０％以上

Ｃ ５０％以上

Ｄ ５０％未満

石川県立加賀聖城高等学校

令 和 ３ 年 度 自 己 評 価 計 画 書

多様な学習歴を持つ生徒が入学
しており、学力差が大きく、授
業内容を理解できない生徒がい
る。概ね素直な生徒が多く、学
習態度は落ち着いている。

重点目標 具体的取組

授業がわかりやすいと答えた 生徒の割
合が

授業のユニバーサルデザイン化によ
り、生徒の学習環境が改善したと答え
た教員の割合が

前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査個に応じた指導や教材、

教具の工夫によって、よ
く分かる授業が行なわれ
ている。

生徒の１人１台端末
の効果的な利活用に
向けた校内研修会の
実施、定通連携の公
開授業への積極的参
加等を通して、授業
や学校環境のユニ
バーサルデザイン化
を推進することで、
生徒の授業満足度を
高め、安全・安心な
学校づくりを目指
す。

１

② ２月に調査

２月に調査

授業や学校環境のユ
ニバーサルデザイン
化という観点を踏ま
え、生徒の基礎学力
の定着のために授業
の進め方や授業内容
の工夫改善を図る。

①

タブレット端末等のICT機器を効果的に
利活用した授業を行なった教員の割合

１人１台端末の効果
的な利活用に向け
て、ICT機器を利活
用した工夫された授
業を展開し、生徒の
学習効果の向上を目
指す。

iPadに加えて、Chromebookも昨
年度、配備された。生徒の１人
１台端末の効果的な利活用に向
けて、これらのICT機器を利活用
した授業研究に積極的に取り組
んでいく必要がある。

タブレット端末等のICT機
器を効果的に利活用した
授業を展開している教員
が多い。

定通連携の公開授業も含め、他の授業
を見学した回数の平均が

小規模校で教員数が少ないた
め、授業研究会の実施が困難で
ある。校内における他教科の授
業参観や定通連携の公開授業へ
の積極的な参加が求められる。

授業のユニバーサルデザ
イン化により、生徒の学
習環境が改善したと実感
している。

教員が、授業改善のた
め、定通連携の公開授業
も含め、他の授業を見学
している。



主担当 現　状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 備考

生 徒 課 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

保 健 課

各 学 年 Ａ ７０％以上

各 教 科 Ｂ ６０％以上 生徒

Ｃ ５０％以上 教員

Ｄ ５０％未満

全 教 員 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ７０％以上

Ｂ ６０％以上 生徒

Ｃ ５０％以上

Ｄ ５０％未満

教育相談 【努力指標】 Ｃ・Ｄなら検討

生 徒 課

全 教 員

Ａ １００％ 教員

Ｂ ９５％以上

Ｃ ９０％以上

Ｄ ９０％未満

全 教 員 【満足度指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ８０％以上

Ｂ ７０％以上 生徒

Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満

生 徒 課 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

各 学 年

Ａ ５０％以上 生徒

Ｂ ４０％以上

Ｃ ３０％以上

Ｄ ３０％未満

昨年度はコロナ禍による制約か
ら、教室外での活動は十分に実
施できなかった。そこで、今年
度は、生徒の興味関心に基づい
た探究活動を地域課題との関連
付けて実施することが重要であ
る。

重点目標 具体的取組

① 日々の声掛け等の、
粘り強く地道な指導
を続け、生徒の基本
的な生活習慣を確立
する。

支援連絡会やいじめ対策委員会を通し
て、生徒の現状を理解し、支援ができ
ていると評価する教員が

教員間の連絡を密にし、
生徒一人ひとりの理解を
深め、現状を把握し支援
している。

校内は比較的落ち着いている。
生徒の情報を共有するための支
援連絡会を、１か月に１回以上
開いている。

いじめを含め問題を
抱える生徒の早期発
見と支援を行い、問
題行動の未然防止を
図る。

②

欠席・遅刻をしないように努めている
生徒の割合が生徒が、欠席・遅刻をし

ないように努めている。

基本的な生活習慣が乱れている
生徒や、欠席・遅刻をする生徒
が固定化している。

３度の食事をとっていると回答した生
徒の割合が生徒が、毎日しっかり３

度の食事をとっている。

毎日しっかり３度の食事を摂っ
ている生徒の割合は年々増加し
ており、基本的な生活習慣も確
立してきている。

総合的な探究の時間
を中心とし、生徒の
興味・関心に応じた
分野で地域学習を実
践することにより、
生徒の自尊感情を高
め、充実した学校生
活を送れるよう支援
し、社会人として必
要な人間力の育成を
図る。

２ 前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査

地域の各種行事やボランティア 及び、
地域貢献に関わる活動に参加した生徒
の割合

地域活動への参加・交流
に取り組む生徒が多い。

昨年度は新型コロナウイルス感
染症拡大防止の視点から、本校
主催のボランティア活動は実施
できなかった。そこで、今年度
は地域貢献活動の有用性を捉え
て、実施する必要がある。

地域の各種行事やボ
ランティア及び、地
域貢献に関わる活動
を実践する。

④

充実した取組ができたと回答し た生徒
の割合生徒が、総合的な探究の

時間において充実した取
組ができたと感じてい
る。

総合的な探究の時間
等で生徒の興味・関
心に応じた分野で地
域学習を実践する。

③



主担当 現　状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 備考

生 徒 課 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

各 教 科

Ａ ６０％以上

Ｂ ５０％以上 生徒

Ｃ ４０％以上

Ｄ ４０％未満

進 路 課 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

各 学 年

Ａ ８０％以上

Ｂ ７０％以上 生徒

Ｃ ６０％以上

Ｄ ６０％未満

【成果指標】 就業率が Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ７０％以上

Ｂ ６０％以上

Ｃ ５０％以上 生徒

Ｄ ５０％未満 教員

４ 教　　頭 【成果指標】 Ｃ・Ｄなら検討

Ａ ９５％以上

Ｂ ８５％以上 教員

Ｃ ７５％以上

Ｄ ７５％未満

重点目標 具体的取組

検定・資格取得・コンクール出展に取
り組んだ生徒の割合が

生徒が、自己の能
力・適性を理解し、
学習意欲の向上を図
れるように、資格取
得に向けた指導を行
う。

３、４年次生には資格取得に意
欲がある生徒が多い。そのた
め、１、２年次生が上級生から
刺激を受けて、資格取得者が増
加しつつある。

資格取得、検定試験、コ
ンクール出展に取り組む
生徒が多い。

①生徒の能力や特性に
応じた個別の支援計
画を早期に作成し、
共有し、活用するこ
とで、生徒の進路実
現の充実を図る。

３

校務分掌の適切な割
り振りや業務遂行の
協働を進め、教材研
究や生徒理解の充実
を図る。

教職員数が少ないため、一人が
複数の校務分掌を抱えている
が、業務の効率化が図られてい
る。昨年度までの取組を通じて
時間外労働時間が減少してお
り、多くの教員は、労働環境が
改善したと感じている。

生徒の就業（アルバイ
ト・パートを含む）率が
高い。

③ ハローワークや地域
の企業等と連携し
て、生徒の就業の支
援・指導を行う。

昨年度はコロナ禍による学校休
校の影響で就業が厳しくなった
ため、生徒の就業の支援・指導
を十分に行うことができなかっ
た。

② 卒業までを見通した
指導計画に基づき、
生徒各人の能力・適
性に応じた支援・指
導を行う。

自己の進路に関心を持てず、自
分の能力・適性を理解していな
い生徒が多い。

生徒が、自己の進路に関
する関心を高めている。

前期末及び
２月に調査

前期末及び
２月に調査

２月に調査

２月に調査① 個々の生徒について、より理解が深
まったと感じる教員が業務の効率化を通して、

教員が、生徒理解に取り
組む時間を十分に確保し
ている。

職員間の横の連携を
強め、積極的に協働
し、生徒理解に取り
組む時間を確保す
る。

自己の進路に関する関心が高まったと
回答した生徒の割合が


